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製品についての注意事項 

このユーザガイドでは、ほとんどのモデルに共通の機能について説明します。一部の機能は、お使い 
のコンピュータで対応していない場合もあります。 
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取り付けられているドライブの確認 


コンピュータに取り付けられているドライブを表示するには、に夕ー ト] 一 [コン ピュータ ー] の順に選 
択します。 


載を 記： Windows ® には、コンピュータのセキュリティを高めるためのユーザアカウント調整機能が 
さまれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設を変更などを 
行うときに、ューザのアクセス権やパスワードの入力をホめられる場合があります。詳しくは、 
Windows のヘルプを参照してください。 
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2 ドライブの取り扱い 


ドライブは壊れやすいコンピュータ部品ですので、取り扱し、にはを意が必要です。ドライブの取り圾 
いについては、な下のを意事項を参照してください。必要に応じて、追加のを意事項および関連手順 
を示します。 


A ま意： コンピュータやドライブの損傷、または情報の損失を防ぐため、な下の点にを意してくださ 
い。 

外付けハードドライブに接続したコンピュータをある場所から別の場所へ移動させるような場合は、 
事前にスリープを開始して画面表示が消えるまで待つか、外付けハードドライブを適切に取り外して 
ください。 

ドライブを取り扱う前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電してください。 

リムーバブルドライブまたはコンピュータのコネクタピンに触れないでください。 

ドライブは慎重に取り巧い、絶対に落としたり上に物を置いたりしないでください。 

ドライブの着脱を行う前に、コンピュータの電源を切ります。コンピュータの電源が切れているの 
力、、スリープ状態か、またはハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まずコンピュータの電 
源を入れ、次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンします。 

ドライブをドライブベイに挿入するときは、無理な力を加えないでください。 

オプティカルドライブ（一部のモデルのみ）内のディスクへの書き込みが行われているときは、キー 
ボードから入力したり、コンピュータを移動したりしないでください。書き込み化理は振動の影響を 
受けやすい動作です。 

バッテリのみを電源として使用している場合は、メディアに書き込む前にバッテリが十分に巧電され 
ていることを確認してください。 

高温またはを湿の場所にドライブを放置しないでください。 

ドライブに洗剤などの液体を垂らさないでください。また、ドライブに直接、液体クリーナーなどを 
吹きかけないでください。 

ドライブベイからのドライブの取り外し、ドライブの持ち運び、郵送、保管などを行う前に、ドライ 
ブからメディアを取り出してください。 

ドライブを郵送するときは、発をビニールシートなどの緩衝材で適切に捆包し、捆包箱の表面に「コ 
ワレモノ ー 取り扱い;'主意」と明記してくださし、。 

ドライブを磁気に近づけないようにして〈ださい。磁気を発するセキュリティ装置には、空港の金属 
採知器や金属探知棒が含まれます。空港の機内持ち込み手荷物をチェックするベルトコンベアなどの 
セキュリティ装置は、磁気ではなく X 線を使巧してチェックを行うので、ドライブには影響しませ 
ん。 
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3 オプティカルドライブの使用（一部のモ 
デルのみ） 


取り付けられているオプティカルドライブの確認 

▲ [スタート]一[コンピューター ] の順に選択しまず。 
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オプティカルディスク （ CD および DVD ) の使用 

DVD-ROM などのオプティカルドライブは、オプティカルディスク （CD および DVD ) に対応して 
います。これらのディスクでは、情報を保存または転送したり、音楽や映画を再生したりします。 
DVD の方が、 CD より大きい容量を巧うことができます。 

レ: i 下の表に示すように、すべてのオプティカルドライブでオプティカルディスクからの読み取りが 
可能で、モデルによっては書き込みも巧能です。 


敷を 記： ここに示すオプティカルドライブによっては、コンピュータでサポートされていない場合も 
あります。サポートされているオプティカルドライブのすべてが一覧に記載されているわけではあり 
ません。 


オプティカルド CD - ROM およ CD - R/RW メ DVD への書き LightScribe ブルーレイの読ブルーレイ R / 

ライブの種類 び DVD-ROM ディアへの書き込み ( DVD+R CD または DVD み取り RE への書き込 



メディアの読み 
取り 

込み 

DL、DVD 
± RW / R および 
DVD-RAM メ 

ディアを含む） 

への ラベルの書 
き込み 


み 

DVD-ROM ドラ 
ィブ 

可 

不可 

不可 

不可 

す巧 

不可 

DVD/CD-RW 
コンボ ドライ 
ブ 

可 

可 

不可 

不可 

不可 

不可 

Ugh に cribe 十 
スーパーマルチ 

DVD±RW ドラ 
イブ （2 層記録 
CDL) 対応 >) 

可 

可 

可 

可 

不可 

不可 

ブルーレイ R/ 

可 

可 

可 

不可 

可 

可 


RE DVD±RW 

スー パ ーマル 
チドライブ （2 
層記録 (DL) 
対応つ 


*2 層記録ディスクには、1層まのディスクよりも多くのデータを保存できます。ただし、このドライブで作成された2層記 
録対応ディスクは、多くの既存の 1 層式 DVD ドライブおよびプレーヤに対応していない可能性があります。 

十 LightScribe ディスクは別途購入する必要があります。 Ugh に cribe は白黒写真のようなグレースケールの画像を作成しま 
す。 
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CD または DVD の再生 

1. コンピュータの電源を入れます。 

2. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押して、ディスクトレイが少し押し 
出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸の上に置きます。 

鞍 を晶 n — ディスクトレイが完全に開かない場合は、ディスクを注意深く傾けて回転軸の上に置 

いてください。 

5. 確実に収まるまでディスクをゆっくり巧し下げます（3)。 
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6. ディスクトレイを閉じます。 

自動再生動作を設定していない場合は、 W 下の項目で説明しているように、[自動再生]ダイアログボッ 
クスが開きます。メディアコンテンツの使巧方法を選択するように要求されます。 
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自動再生の設定 

1. [スタート]一[既定のプログラム]一[自動再生の設定の変更]の順に選択します。 

2. [すべてのメディアとデバイスで自動再生を使う]チェックボックスにチェックが入っていること 
を確認します。 

3. [既定を選択する]をクリックし、一覧に表示されている各メディアの種類から、使用可能なオプ 
シヨンのどれかを選択します。 

W を記:一 DVD を再生する場合は、 [ WinDVD ] を選択してください。 

4. [保巧]をクリックします。 

敷 を記. 自動再生について詳しくは、 Windows のヘルプを参照してください。 
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著作権に関ずる警告 

コンピュータプログラム、映画や映像、放送内容、録音内容など、著作権によって保護されたものを 
許可なしにコピーすることは、著作権まに違反する行為です。コンピュータをそのような目的に使用 
しないでください。 


A ミ主意： データの損失やディスクの損傷を防ぐため、な下のガイドラインを参考にしてください。 

ディスクじ書き込む前に、コンピュータをを定した外部電源に接続してください。コンピュータが 
バッテリ電源で動作しているときは、ディスクに書き込まないでください。 

ディスクに書き込む前に、使用しているディスクソフトウェアな外は、開いているすべてのプログラ 
ムを閉じてください。 


コピー元のディスクからコピーホのディスクへ、またはネットワークドライブからコピー先のディス 
クへ直ちコピーしないでください。 

ディスクへの書き込み中にキーボードを使巧したり、コンピュータを移動したりしないでくださし、。 
書き込み処理はお動の影響を受けやすい動作です。 

をを 記： コンピュータに付属しているソフトウェアの使用について詳しくは、ソフトウェアの製造元 
の説明書を参照してください。これらの説明書は、ソフトウェアに含まれていたり、ディスクに収録 
されていたり、またはソフトウェアの製造元の Web サイトで提供されていたりする場合があります。 
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CD または DVD のコピー 

1. [スタート]一[すべてのプログラム] 一 [Roxio] (ロキシオ）一 [Creator Business ] (クリエイタビ 
ジネス）の順に選択します。 


賢を 記： [ Roxio] をネ刀めて使用する場合は、この化理を完了する前にプログラムの巧用許諾契約書 
に同意する必要があります。 

2. 右側のパネルで、[ディスクのコピ ー] をクリックします。 

3. コピーするディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

4. 画面ち下の[ディスクのコピ ー] をクリックします。 

コピー元のディスクが読み取られ、そのデータがハードドライブの一時フォルダにコピーされま 
す。 

5. メッセージが表示されたら、コピー元のディスクをオプティカルドライブから取り出して、空 
のディスクをドライブに挿入します。 

データがコピーされると、自動的にトレイが開いて作成したディスクが出てきます。 
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CD および DVD の作成（書き込み） 

お使いのコンピュータに CD-RW、DVD-RW、 または DVD±RW のオプティカルドライブが搭載され 

ている場合は、 [Windows Media Player] または [Roxio Creator Business] などのソフトウェアを使用し 

て、 MP3 や WAV 音楽ファイルなどのデータや才ーディオファイルを書き込むことができます。 

CD または DVD に書き込むときは、な下のガイドラインを参照してください。 

• ディスクに書き込む前に、開いているファイルをすべて終了し、すべてのプログラムを閉じま 
す。 

• 通常、才ーディオファイルの書き込みには CD-R または DVD-R が最適です。これはデータがコ 
ピーされた後、変更ができないためです。 

• ホームステレオや力ーステレナによっては CD-RW を再生できないものもあるため、音楽 CD 
の書き込みには CD-R を巧用します。 

• 通常、 CD-RW または DVD-RW は、データファイルの書き込みや、変更できない CD または DVD 
に書き込む前のオーディオまたはビデオ録画のテストに最適です。 

• 通常、家庭用のシステムで使巧される DVD プレーヤは、すべての DVD フォーマットに対応して 
いるわけではありません。対応しているフォーマットの一覧じついては、 DVD プレーヤじ付属 
の説明書を参照してください。 

• MP3 ファイルは他の音楽ファイル形式よリファイルのサイズがルさく、 MP3 ディスクを作成す 
るプロセスはデータファイルを作成するプロセスと同じです。 MP3 ファイルは、 MP3 プレーヤ 
または MP3 ソフトウェアがインスIルされているコンピュータでのみ再生できます。 

CD または DVD にデータを書き込むには、な下の操作を行います。 

1. 元のファイルを、ハードドライブのフォルダにダウンロードまたはコピーします。 

2. 空の CD または DVD をオプティカルドライブに挿入します。 

3. [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選択し、使用するソフトウェアの名前を選択します。 

4. 作成する CD または DVD の種類（データ、オーディオ、またはビデオ）を選択します。 

5. [スタート]をちクリックしてから[エクスプローラーを開く]をクリックし、元のファイルが保巧 
されているフォルダに移動します。 

6. フォルダを開き、空のオプティカルディスクのあるドライブにファイルをドラッグします。 

7. 選択したプログラムの説明に沿って書き込み化理を開始します。 

手順について詳しくは、それぞれのソフトウエアの製造元の説明書を参照してください。 
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CD または DVD の取り出し 

ディスクトレイが正しく開くかどうかに応じて、ディスクを取り出す方法は2通りあります。 

ディスクトレイが開〈場合 

1. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押してディスクトレイを開き、トレ 
イをゆっくりと完全に引き出します（2)。 

2. 回転軸をそっと押しながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
口）。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


m を記： トレイが完全に開かない場合は、ディスクをま意深く傾けて取り出して〈ださし、。 



か 


3. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 

ディスクトレイが開かない場合 

1. ドライブのフロントパネルにある、手動での取り出し用の穴にクリップ （1) の端を差し込みま 
す。 

2. クリップをゆっくり押し込み、トレイが開いたら、トレイを完全に引き出します（2)。 
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3. 回転軸をそっと巧しながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
口）。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 

教 を記 . トレイが完全に開かない場合は、ディスクをま意深く傾けて取り出してください。 



广 


4. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 
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再生中の干渉からの保護 

• CD または DVD を再生する前に作業を保存し、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

• CD または DVD を再生する前にインターネットをログオフします。 

• ディスクを正し〈挿入していることを確認します。 

• ディスクが巧れていないことを確認します。必要に応じて、ろ過水や蒸留水で湿らせた柔らかい 
布でディスクを清掃します。ディスクの中也から外側に向けて拭いてください。 

• ディスクに傷がついていないことを確認します。傷がある場合は、一般の電気店や CD ショップ 
などで入手巧能なオプティカルディスクの修復キットで修復を試みることもできます。 

• ディスクを再生する前にスリープモードを無効にします。 

ディスクの再生中に ハイバネー ショ ン またはスリープを開始しないで く ださい。ディスクの再生 
中に ハイ バ ネーション またはスリープを開始すると、続行するかどうかを確認する警告メッセー 
ジが表示される場合があります。このメッセージが表示されたら、 [いいえ] をクリックします。 
[いいえ]をクリックするとな下のようになります。 

。 巧生が再開します。 

または 

。 マルチメディアプログラムの再生ウィンドウが閉じます。ディスクの再生に戻るには、マ 
ルチメディアプログラムの[再生]ボタンをクリックしてディスクを巧起動します。場合に 
よっては、プログラムを終了してから再起動する必要が生じることもあります。 

• システムのリソースを増やします。 

プリンタとスキヤナなどの外かけデバイスの電源を切ります。これによってシステムリソース 
がお放され、再生パフォーマンスが向上されます。 

デスクトップの色のプロパティを変更します。16ビットを超える色の違いは人間の目では簡単に見分 
けられないため、な下のちまでシステムの色のプロパティを16ビットの色に下げても、動画の再生 
時の色の違いは気にならないでしょう。 

1. アイコンな外の、デスクトップ上の巧意の場所をちクリックし、[画面の解像度]を選択します。 

2. [詳細設定]一 [モニター] タブの順に選択します。 

3. 設定がまだ選択されていない場合は 、 [High Color (16 ビット)] を選択します。 

4. [0 のをクリックします。 
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DVD の地域設定の変更 

著作権で保護されている ファイルを 使巧する多くの DVD には地域 コー ドがあります。地域 コー ドに 
よって著作権は国際的に保護されます。 

地域コードがある DVD を再生するには、 DVD の地域コードが DVD ドライブの地域の設定と一致し 
ている必要があります。 


A を意： DVD ドライブの地域設定は、5回までしか変更できません。 

5回目に選択した地域設定が、 DVD ドライブの最終的な地域設定になります。 
ドライブで i 也域設定を変更できる残りの回数が、 [ DVD 地域]タブに表示されます。 


オペレーティングシステムで設定を変更するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [システムとセキュリティ] の順に選がします。 [システム] 領 
域で、 [デバイスマネー ジヤ ー ] をクリックします。 


教を 記. Windows には、コンピュータのセキュリティを高めるためのユーザアカウント調整機 
能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ューティリティの実行、 Windows の設を 
変更などを行うときに、ューザのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。 
詳しくは、 Windows のヘルプを参照してください。 


2. [DVD/CD-ROM ドライブ]の横の矢印をクリックして一覧を展開し、取り付けられているすべて 
のドライブを表示します。 

3. 地域設定を変更する DVD ドライブをちクリックして、次に [プロパティ] をクリックします。 

4. [DVD 地域]タブをクリックして、設定を変更します。 

5. [0 のをクリックします。 
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4 外付けドライブの使用 


外付けのリムーバブルドライブを巧巧すると、情報を保巧したり、情報にアクセスしたりできる場所 
が拡大されます。 USB ドライブを追加するには、コンピュータまたは別売のドッキングデバイス 
(-部のモデルのみ）の USB コネクタに接続します。. 

USB ドライブには、な下のような種類があります。 

• 1.44 MB フロッピーディスクドライブ 

• ハードドライブモジュール（アダプタが装備されているハードドライブ） 

• DVD - ROM ドライブ 

• DVD / CD - RW コンボドライブ 

• DVD + RW および CD - RW コンボドライブ 

• DVD ± RW および CD - RW コンボドライブ 
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別売の外付けドライブの使用 

敦 を記^_ 必要なソフトウエアやドライバ、および使用するコンピュータのコネクタの種類について詳 

しくは、デバイスにイ寸属の説明書を参照して〈ださい。 

外付けドライブをコンピュータに接続するには、な下の操作を行います。 

A ■—装置が損傷することを防ぐため、別電源が必要なドライブを接続するときは、ドライブの電 

源コードを差し込んでいないことを確認してください。 

1. ドライブをコンピュータに接続します。 

2. 別電源が必要なドライブを接続した場合は、ドライブの電源コードを、接 i 也した外部電源のコン 
セントに差し込みます。 

3. コン ピュ ータの 電源を入れます。 

別電源が必要な外付けドライブを取り外すときは、コンピュータからドライブを取り外した後、ドラ 
イブの外部電源コードを抜きます。 
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5 [HP 3 D DriveGuard ] の使用 


[HP 3 D DriveGuard ] は、な下のどちらかの場合にドライブおよび入出力要求を停止することによつ 
て、ハードドライブを保護します。 

• バッテリ電源で動作しているときにコンピュータをを下させた場合 

• バッテリ電源で動作しているときにディスプレイを閑じた状態でコンピュータを移動した場合 

これらの動作の実行後は [HP 3 D DriveGuard ] じよって、短時間でハードドライブが通常の動作に戻り 
ます。 


載を 記. アップグレードベイ内にハードドライブがある場合、そのハードドライブは [HP 3 D 

DriveGuard ] によって保護されます。オプションのドッキングデバイス内に装着されているハードド 
ライブや USB コネクタで接続されているハードドライブは、 [HP 3 D DriveGuard ] では保護されませ 
ん。 


詳しくは、 [HP 3 D DriveGuard ] ソフトウェアのヘルプを参照してくださし、。 
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[HP 3 D DriveGuard ] の状態の確認 

コンピュータのドライブランプがナレンジ色に変化して、ドライブが停止していることを示します。 
ドライブが現在保護されているか、または停止しているかを確認するには、[スタート]一[コント □- 
ルパネル]一[ハードウェアとサウンド]一 [ Windows モビリティセンター]の順に選択します。 

• ソフトウェアが有効の場合、緑色のチ I ックマークがハードドライブアイコンに重なって表示 
されます。 

• ソフトウェアが無効の場合、白い斜線がハードドライブアイコンに重なって表示されます。 

• ドライブが停止している場合、黄色の月型マークがハードドライブアイコンに重なって表示さ 
れます。 


野を 記： [ Windows モビリティセンター]のアイコンは、ドライブの最新の状態を示していない場合が 
あります。状態が変更されたらすぐに表示に反映されるようにするには、通知領域のアイコンを有効 
にする必要があります。 


通知領域のアイコンを有効にするには、レ^下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウ；！;アとサウンド] 一 [HP 3 D DriveGuard ] の順に選 

択します。 


教ミ主 記._ [ューザーアカウント制御 I のウィンドウが表示されたら、[はい]をクリックします。_ 

2. [システムトレイ上のアイコン]行で[表示]をクリックします。 

3. [0 のをクリックします。 

[HP 3 D DriveGuard ] によってドライブを停止された場合、コンピュータはな下のような状態になりま 


• シャットダウンができない 

• な下のを記に示す場合を除いて、スリープまたはハイバネーシヨンを開始できない 


歐 を記 . [HP 3 D DriveGuard ] によってドライブが停止された場合でも、コンピュータがバッテリ 
電源で動作しているときに完全な口ーバッテリ状態になると、ハイバネーシヨンを開始できる 
ようになります。 


コンピュータを移動する前に、完全にシャットタウンするか、スリープまたはハイバネーシヨンを開 
始することをおすすめします。 
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[HP 3D DriveGuard ] ソフトウエアの使用 

[ HPSDDriveGuard ] ソフトウエアを使巧することで、な下の設定を変更できます。 

• [HP 3 D DriveGuard ] を有効/お効にする。 

賢 を記： [HP 3 D DriveGuard ] の有効または無効への切り替えが許可されているかどうかは、ュー 
ザの権限によって異なります。なお、 Administrator グループのメンバは Administrator な外のュー 
ザの権限を変更できます。 

• システムのドライブがサポートされているかどうかを確認する。 

ソフトウ; L アを開いて設定を変更するには、な下の操作を行います。 

1. [Windows モビリティセンター]でハードドライブアイコンをクリックして、 [HP 3 D DriveGuard ] 
ウィンドウを開きます。 

または 

[スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [ハードウ X アとサウンド] 一 [HP 3 D DriveGuard ] の順に選 
択します。 

腎 を記:一 [ューザーアカウント制御]のウィンドウが表示されたら、[はい]をクリックします。 ~ 

2. 適切なボタンをクリックして設定を変更します。 

3. [0 のをクリックします。 
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6 ハードドライブパフオーマンスの向上 


ディスクデフラグの使用 

コンピュータを使巧しているうちに、ハードドライブ上のファイルが断片化されてきます。ディス 
クデフラグを行うと、ハードドライブ上の断片化したファイルやフォルダを集めてより効率よく作業 
を実行できるようになります。 

いったんディスクデフラグを開始すれば、動作中に操作する必要はありません。ハードドライブのサ 
イズと断片化したファイルの数によっては、完了まで1時間な上かかることがあります。そのため、 
夜間やコンピュータにアクセスする必要のない時間帯に実行することをおすすめします。 

少なくとも1か月に1度、ハードドライブのデフラグを行うことをおすすめします。ディスクデフラ 
グは1か月に1度実行するように設定できますが、手動でいつでもコンピュータのデフラグを実行で 
きます。 


ディスクデフラグを実行するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスクデフラグ]の順 
に選がします。 

2. [ディスクの最適化]をクリックします。 


歐ミ主 記. Windows には、コンピュータのセキュリティを高めるためのユーザアカウント調整機 
能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設を 
変更などを行うときに、ューザのアクセス権やパスワードの入力をホめられる場合があります。 
詳しくは、 Windows のヘルプを参照してください。 


詳しくは、ディスクデフラグツールソフトウエアのヘルプを参照してくださし、。 


ディスククリーンアップの使用 

ディスククリーンアップを行うと、ハードドライブ上の不要なファイルが検出され、それらのファイ 
ルがま全に削除されてディスクの空き領域が増し、より効率よく作業を実行できるようになります。 

ディスククリーンアップを実行するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスククリーンアッ 
プ]の順に選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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7 ハードドライブの交換 


A を意： データの損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にま意してください。 

ハードドライブベイからハードドライブを取り外す前に、 コン ピュータをシャットダウンしてくださ 
し、。コン ピュータの電源が入っているときや、 ス リープまたはハイバネーシ ヨン 状態のときには、 
ハードドライブを取り外さないでくださし、。 

コンピュータの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタン 
を押してコンピュータの電源を入れます。次にナぺレーティングシステムの通常の手順でシャットダ 
ウンします。 


ハードドライブを取り外すには、な下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コン ピユータをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コン ピユ ータに 接続されているすべての外かけ ハー ドウ王アデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを巧き、コンピユータの電源コネクタから AC アダプタを取り外 
します。 

5. コン ピユータのハードドライブベイが手前を向くようにして コン ピユータを裏返し、安定した 
平らな場所に置きます。 

6. コンピユータからバッテリを取り外します。 

7. ハードドライブカバーの2つのネジ （1) を緩めます。 
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8. ハードドライブカバーを持ち上げて口）、 コン ピュータから取り外します。 


蟹 



9. ハードドライブのネジ （1) を緩めます。 

10. ハードドライブタブをち方向に引いて口）、ハードドライブの固定を解除します。 

11. ハードドライブを持ち上げて （3) ハードドライブベイから取り外します。 



ハードドライブを取り付けるには、な下の操作を行います。 

1. ハードドライブをハードドライブベイに挿入します（1)。 

2. ハードドライブタブを左方向に引いて口）、ハードド'ライブを固定します。 
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3. ハードドライブのネジロ）を締めます。 



4. ハードドライブカバーのタブ （1) を、コンピュータのくぼみに合わせます。 

5. カバーを元に戻します（2)。 

6. ハードドライブカバーのネジロ）を締めます。 


參 
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8 アップグレードベイ内のドライブの交換 


アップグレードベイには、ハードドライブまたはオプティカルドライブのどちらかを格納できまず。 
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ハードドライブの交換 


A ミ主意： データの損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にま意して〈ださい。 

アップグレードベイからハードドライブを取り外す前に、 コン ピユータをシャットダウンしてくださ 
し、。コン ピユータの電源が入っているときや、 ス リープまたはハイ/くネーシ ヨン 状態のときには、 
ハードドライブを取り外さないでくださし、。 

コンピユータの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタン 
を押してコンピュータの電源を入れます。次にナぺレーティングシステムの通常の手順でシャットダ 
ウンします。 


ハードドライブをアップグレードベイから取り出すには、な下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コン ピユータをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コンピユータに接続されているすべての外かけハードウ王アデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを巧き、コンピユータの電源コネクタから AC アダプタを取り外 
します。 

5. アップグレードベイが手前を向くようにしてコンピユータを裏返し、安定した平らな場所に置 
きます。 

6. コンピユータからバッテリを取り外します。 

7. ハードドライブの4 つの ネジを取り外します。 



8. アップグレードベイのネジ （1) を緩めます。 
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9. マイナスのネジ回しを巧巧して、つまみをそっと押し込んでハードドライブの固定を解除します 

口）。 



10. ハードドライブをアップグレードベイから取り出します。 



アップグレードベイにハードドライブを装着するには、な下の操作を行います。 
1. アップグレードベイにハードドライブを挿入します。 
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2. アップグレードベイのネジを締めます。 
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オプティカルドライブの交換 


A ミ主意： データの損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にを意してください。 

アップグレードベイからオプティカルドライブを取り外す前に、コンピュータをシャットダウンし 
て〈ださい。コンピュータの電源が入つているときや、スリープまたはハイ/ くネーシヨン状態のとき 
には、オプティカルドライブを取り外さないでください。 

コンピュータの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタン 
を巧してコンピュータの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダ 
ウンします。 


オプティカルドライブをアップグレードベイから取り出すには、な下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コン ピュータをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コン ピュ ータに 接続されているすべての外付け ハー ドウ王アデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを巧き、コンピュータの電源コネクタから AC アダプタを取り外 
します。 

5. アップグレードベイが手前を向くようにしてコンピュータを裏返し、を定した平らな場所に置 
きます。 

6. コンピュータからバッテリを取り外します。 

7. アップグレードベイのネジ （1) を緩めます。 

8. マイナスのネジ回しを使用して、つまみをそっと巧し込んでオプティカルドライブの固定を解 
除します（2)。 
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9. オプティカルドライブをアップグレードベイから取り外します。 



オプティカルドライブをアップグレードベイに装着するには、な下の操作を行います。 

1. オプティカルドライブをアップグレードベイに挿入します。 

2. アップグレードベイのネジを締めます。 

I 
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9 トラブルシューテイング 


コンピュータがオプティカルドライブを検出しない場合 

Windows がオプティカルドライブをお出しない場合は、[デバイスマネージヤ ー] を使巧してデバイス 
の問題を解ホし、デバイスドライバを更新、無効化、またはアンインストールします。 

1. オプティカルドライブからディスクを取り出します。 

2. [スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [システムと セキュリティ] の順に選がします。 [システム] 領 
域で、 [デバイスマネー ジヤ ー ] をクリックします。 

3. [デバイスマネージヤ ー] ウィンドウで、 [ DVD / CD-ROM ドライブ]の横の矢印をクリックして一 
覧を展開し、取り付けられているすべてのドライブを表示します。オプティカルドライブの一 
覧を確認します。 

4. 表示されているオプティカルデバイスを右クリックすると、な下のタスクを実行できます。 

• ドライバソフトウェアの更新 

• 無効化 

• アンインス！ル 

• ハードウェアの変更をスキヤンします。 Windows はシステムをスキヤンして取り付けられ 
ているハードウ I アを検出し、必要な初期設定のドライバをすべてインストールします。 

• [プロパティ] をクリックして、デバイスが正しく動作しているかどうかを確認します。 

。 [プロパティ]ウィンドウには、問題をトラブルシューティングする場合に役立つデバイ 
スの詳細情報が表示されます。 

。 デバイスのドライバを更新、無効化、またはアンインストールするには、[ドライ 
バ ー] タブをクリックします。 


コン ピュータがオプティカルドライブを検出しない場合 29 



新しいデバイスドライバが必要な場合 

Microsoft ® デバイスドライバの入手 

[Windows Upda 词を使用すると、最新の Windows デバイスドライバを入手できます。この機能は、 
ハードウェアドライバ、 Windows オペレーティングシステム、およびその他の Microsoft 製品に関す 
る更新を自動的に確認し、インストールするように設定できます。 

[Windows Upda 均を使巧するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [Windows Update] の順にクリックします。 

腎 を記： 1^1前に[\/\/加0化5 11口〇13词を設ましていない場合は、更新プ□グラムを確認する前に設定 
を入力するよう求められます。 

2. [更新プログラムの確認]をクリックします。 

3. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

HP デバイスドライバの入手 

HP の Web サイトを巧巧して HP デバイスドライバを入手するには、な下の操作を行います。 

1. インターネットブラウザを開き、 ht 虹// www.hD.com/suDDort/ を表示します。 

2. 国または地域を選択します。 

3. [ドライバ ー& ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、お使いのコンピユー 
夕の製品名 または製品番号を [製品名- 番号で検索]フィールドに入力します。 

4. enter キーを押し、画面の説明に沿って操作します。 
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オプティカルディスクが自動的に再生しない場合 

1. [スタート]一[既定のプログラム]一[自動再生の設定の変更]の順に選択します。 

2. [すべてのメディアとデバイスで自動再生を使う]チェックボックスにチェックが入っていること 
を確認します。 

3. [な巧]をクリックします。 

これで、 CD または DVD をオプティカルドライブに挿入したときに自動的に再生されます。 
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ディスクへの書き込み処理が行われない、または完了する前に 
終了してしまう場合 

• 化のプログラムがすべて終了していることを確認します。 

• スリープモードおよびハイバネーシヨンを無効にします。 

• お使いのドライブに適した種類のディスクを使用していることを確認します。ディスクの種類に 
ついて詳しくは、ディスクに付属の説明書を参照してください。 

• ディスクが正し〈挿入されていることを確認します。 

• より低速の書き込み速度を選択し、再試行します。 

• ディスクをコピーしている場合は、コピー元のディスクのコンテンツを新しいディスクに書き込 
む前に、その情報をハードドライブへコピーし、ハードドライブから書き込みます。 

• [デバイスマネージャ ー] の [ DVD / CD - ROM ドライブ]カテゴリにあるディスク書き込みデバイスの 
ドライバを再インストールします。 
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DVD を [Windows Media Player ] で再生したときに音や画面が 
出ない場合 

コンピュータにプリインストールされている [ WinDVD ] を使巧して、 DVD を再生してください。 
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